
平成29年度　事業計画　　（新規・拡大・変更事業等）

計画目標 基本方針 施策 具体的な内容 担当課
平成２８年度
事業計画

平成２８年度
事業実績

平成２９年度
事業計画

備考（新規・拡大・変更内容） 区分

１　　男女
共同参画
の意識づ
くり

（１）　意識
啓発の推進

１　広報・
ホームペー
ジ等を通じ
た啓発

男女共同参画啓発
紙「みんなで一
歩！」を発行しま
す。

男女共同参画課

・男女共同参画啓発紙「みんなで一
歩」を年３回（６月、１０月、２月）作成
し、町内会回覧や市内関係施設、市
内事業所へ配布する。
・記事内容の充実を図り、目に留まり
やすい記事となるよう検討する。

・男女共同参画啓発紙「みんなで一
歩」を年３回（６月、１０月、２月）作成
し、町内会回覧や市内関係施設、市
内事業所へ配布し啓発を図った。
・紙面にマンガを掲載したり、写真を
多く使い注目されるように心掛けた。

・男女共同参画啓発紙「みんなで一
歩」を年２回（１１月、２月）作成し、町
内会回覧や市内関係施設、市内事業
所へ配布し啓発を図ります。
・フルカラーで作成し、更に注目され
るように心掛ける。

発行回数を３回から２回に減ら
すがフルカラーで作成し、啓
発紙を手に取ってもらうように
する。

変更

８　事業者
のワーク・ラ
イフ・バラン
ス推進の勧
奨 長時間労働の削減

や育児・介護支援
に係る企業啓発を
進めるとともに、従
業者が自ら望む
ワーク・ライフ・バラ
ンスを選択できるよ
う事業者の取り組み
をを促進します。

男女共同参画課

・男性も女性も仕事と生活を充実した
ものとするため、経営者・管理職の意
識改革と、長時間労働の是正などの
働き方改革を目的として、市内事業
所・団体におけるイクボス宣言を推進
する。
・働き方改革を進めていくための手法
について、先進的な事例等を学ぶた
めの講演会を実施する。

・市内事業所・団体と共同で「イクボス
宣言」をするとともに、働き方改革セミ
ナーを開催し市内事業所・団体の
ワーク・ライフ・バランスの推進を図っ
た。
①平成２８年４月２６日（火）
　「イクボス宣言」　市内事業所・団体
6社
　働き方改革セミナー　参加者：155人
　講師：安藤哲也氏
　テーマ：イクボスが組織を変える！
社会を変える！
②平成２８年８月３０日（火）
　働き方改革セミナー　参加者：59人
　講師：川島高之氏
　テーマ：長時間労働の削減と業績Ｕ
Ｐの秘訣とは！

・市長のイクボス宣言についてのイン
タビューを厚生労働省のジョカツ部の
ホームページに掲載されることにより
啓発を図る。
・市内事業所・団体の長時間労働の
是正、働き方改革を進めるためセミ
ナー・講演会を実施する。
・市内事業所を対象にワーク・ライフ・
バランス等の現状を把握するための
状況調査を実施（市民団体に委託）
し、報告書を作成、公表するほか、他
の事業で活用する等ワーク・ライフ・バ
ランスの推進を図る。

・セミナー・講演会を滋賀県と
共同で開催し、より多くの事業
所・団体に参加いただく。

・市内事業所のワーク・ライフ・
バランス等の現状を把握する
ための状況調査を実施する。

拡大

11　高齢・
障害福祉
サービス等
の充実「草
津あんしん
いきいきプ
ラン」「草津
市障害者
計画・障害
福祉計画」
の推進

高齢福祉サービス
の適切な運用を図り
ます。

長寿いきがい課

・高齢者が男女の尊厳を保ち、可能
な限り自立して生活できるよう、各種
高齢者福祉サービスにより支援を行
う。

・高齢者が男女の尊厳を保ち、可能
な限り自立して生活できるよう、短期
集中予防サービス（通所・訪問一体
型）をはじめ、総合事業実施に向けた
モデル事業を展開した。

・高齢者が男女の尊厳を保ち、可能
な限り自立して生活できるよう、各種
サービスによる支援を行う。また、「参
加」「活動」に重点を置いた介護予防
の推進を図る。

・平成２９年４月から新しい介
護予防・日常生活支援総合事
業を開始し、要支援１・２の人
が利用できるサービスの一部
が総合事業に移行し、一人ひ
とりの生活に合わせた柔軟な
サービスの利用ができるように
する。

拡大

（４）　DV対
策の強化

１２　DVの
防止に向け
た啓発の充
実

暴力の根絶に向け
て、「DV・デートDV」
「ストーカー」といっ
た事象や法制度に
ついての情報提供
と意識啓発を広く行
います。

男女共同参画課
・男女共同参画啓発紙「みんなで一
歩」（年間3回発行）やホームページに
よる意識啓発を行う。

・啓発紙の発行3回（6月、10月、2月）
6,000部／1回
町内会回覧、市内事業所、関係機関
への送付
・市役所１階ロビーでのパネル展示
平成２８年１１月１１日（金）～２５日
（金）
・ホームページ上での相談窓口の周
知
・職員研修をＤＶをテーマに実施
平成２８年８月１７日（水）　特大会議
室
講師：辻　由起子さん
テーマ：愛と支配の違い～ＤＶと児童
虐待、行政支援のポイント～
参加者：２４１人

・男女共同参画啓発紙「みんなで一
歩」（年間２回発行）やホームページ
による意識啓発を行う。

・男女共同参画啓発紙「みん
なで一歩」の回覧に合わせ、Ｄ
Ｖに関するチラシを挟み込み
啓発をするとともに、配偶者暴
力相談支援センターの認知度
の向上に努める。

変更

（３）　ワー
ク・ライフ・
バランスの
推進

２　　男女
がともに自
立して生
きるための
条件づくり

資料３
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計画目標 基本方針 施策 具体的な内容 担当課
平成２８年度
事業計画

平成２８年度
事業実績

平成２９年度
事業計画

備考（新規・拡大・変更内容） 区分

子宮頸がん・乳がん
検診等の受診勧奨
を図るとともに、性を
踏まえた健康づくり
の相談・支援を行い
ます。

健康増進課

・検診の受診促進とがんの早期発見
と正しい健康意識の普及啓発を行う。
具体的な内容は以下のとおり。
・過去５年間受診歴のない節目年齢
の女性市民に無料クーポン券と啓発
資材を送付する。
・今年度の検診対象者に個別勧奨通
知を送付する。

・検診受診者数
　子宮頸がん　2,924人　乳がん
2,117人
・無料クーポンを利用した受診者数
（再掲）
　子宮頸がん　415人　　乳がん　540
人

・子宮頸・乳がん検診の無料クーポン
券対象者を国は縮小（子宮２０歳・乳４
０歳）したが、当市はより利用しやすく
するため（子宮20・25・30・35・40歳、
乳40・45・50・55・60歳）拡大を図る。ま
た、個別の受診勧奨の対象者も拡大
を行い継続実施する。（子宮20～69
歳、乳40～69歳の内クーポン対象者
除く）

・無料クーポン券は過去5年間
受診歴の有無に関係なく全節
目年齢女性市民に配布する。
・個別の受診勧奨は、子宮は
41～69歳、乳は61～69歳につ
いて昨年度よりも拡充して実
施する。

拡大

男女を問わず、心
身の健康管理に努
めることや、疾病の
早期発見・早期対
応のための啓発を
行います。

健康増進課

・各種けん診について、さわやか健康
だよりや広報くさつ、ホームページな
どによる周知を行う。
・自殺予防として各種相談窓口を掲
載したリーフレットを作成し、啓発す
る。

・健幸ポイント制度参加人数　703人

・健康くさつ２１（第２次）および食育推
進計画（第２次）を推進するため、生
活習慣病予防に関する市民への啓
発、くさつ健幸ポイント制度の実施、
企業と連携した禁煙しようとする人へ
の支援など、くさつヘルスアッププロ
ジェクトに取り組みます。

くさつ健幸ポイント制度のポイ
ント対象メニュー（Cメニュー）
に肝炎ウイルス検診を追加、
後期高齢者医療制度対象者
についてはポイント対象メ
ニュー（Cメニュー、Dメニュー）
を必須項目から除外した。

変更

２４　女性の
活躍推進に
向けた気運
の醸成

男性の育児等への
参画促進のため、イ
クメン・イクボスなど
についての啓発を
行います。

男女共同参画課

・男性も女性も仕事と生活を充実した
ものとするため、経営者・管理職の意
識改革と、長時間労働の是正などの
働き方改革を目的として、市内事業
所・団体におけるイクボス宣言を推進
する。
・働き方改革を進めていくための手法
について、先進的な事例等を学ぶた
めの講演会を実施する。
（再掲）

・市内事業所・団体と共同で「イクボス
宣言」をするとともに、働き方改革セミ
ナーを開催し市内事業所・団体の
ワーク・ライフ・バランスの推進を図っ
た。
①平成２８年４月２６日（火）
　「イクボス宣言」　市内事業所・団体
6社
　働き方改革セミナー　参加者：155人
　講師：安藤哲也氏
　テーマ：イクボスが組織を変える！
社会を変える！
②平成２８年８月３０日（火）
　働き方改革セミナー　参加者：59人
　講師：川島高之氏
　テーマ：長時間労働の削減と業績Ｕ
Ｐの秘訣とは！
（再掲）

・市長のイクボス宣言についてのイン
タビューを厚生労働省のジョカツ部の
ホームページに掲載されることにより
啓発を図る。
・市内事業所・団体の長時間労働の
是正、働き方改革を進めるためセミ
ナー・講演会を実施する。
・市内事業所を対象にワーク・ライフ・
バランス等の現状を把握するための
状況調査を市民団体に委託して実施
し、ワーク・ライフ・バランスの推進を図
る。
（再掲）

・セミナー・講演会を滋賀県と
共同で開催し、より多くの事業
所・団体に参加いただく。

・市内事業所のワーク・ライフ・
バランス等の現状を把握する
ための状況調査を実施する。

（再掲）

拡大

（７）　女性
の活躍推進
（ポジティ
ブ・アクショ
ン）

４　　男女
がともに社
会のあら
ゆる分野
に参画で
きる環境
づくり

１７　相談体
制の充実

（５）　性と
健康の尊重

３　　男女
がともに生
涯にわ
たって豊
かに暮ら
すための
健康づくり
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計画目標 基本方針 施策 具体的な内容 担当課
平成２８年度
事業計画

平成２８年度
事業実績

平成２９年度
事業計画

備考（新規・拡大・変更内容） 区分

子育てや介護等を
理由に離職した女
性の再就職や、キャ
リア形成（職業能力
の習得）を支援しま
す。

男女共同参画課

・起業・就労等にチャレンジしたい女
性を対象に女性のチャレンジ応援塾
を開催し、女性の社会進出を支援す
る。

・就業・起業等、新たな一歩を踏み出
したい女性、何かをはじめたい女性を
応援するために講演会を開催した。
スタートアップ講演会　全２回開催

・起業等にチャレンジしたい女性のた
めに、起業するための知識と心構えな
どを学習する起業塾を開催した。
起業塾　全８回開催

・実践的な内容でフォローアップ研修
を滋賀県産　業支援プラザと連携し開
催した。
フォローアップ講座　全５回

・起業塾を修了した方で、試行的に
チャレンジしようとする方を支援するた
め助成金を創設し、支援を行った。
女性のチャレンジ支援助成金　６人交
付

・起業・就労等にチャレンジしたい女
性を対象に女性のチャレンジ応援塾
を開催し、女性の社会進出を支援す
る。今年度は講演会や起業塾・フォ
ローアップ研修などに加え、新規事業
として市内の商業施設と連携し、起業
体験と参加者自身のPRを兼ねた事業
を行う。

・平成28年度までは知識など
学習を中心とした支援を行っ
ていたが、市内の商業施設と
連携し、起業体験と参加者自
身のPRを兼ねたより実践的な
事業を行う。

拡大

「女性のチャレンジ
応援塾」などの開催
と継続的なフォロー
アップにより、女性
の人材育成と社会
進出を支援し、地域
の活性化を図りま
す。

男女共同参画課

・起業・就労等、新たな一歩を踏み出
したい女性を応援するための「スター
トアップ講演会」および起業等にチャ
レンジしたい女性のための「チャレン
ジ応援塾」を開催し、女性の人材育成
と社会進出を図る。
・起業等にチャレンジするための試行
的な事業経費に対する助成金制度を
創設し、女性の起業を支援する。

・就業・起業等、新たな一歩を踏み出
したい女性、何かをはじめたい女性を
応援するために講演会を開催した。
スタートアップ講演会　全２回開催

・起業等にチャレンジしたい女性のた
めに、起業するための知識と心構えな
どを学習する起業塾を開催した。
起業塾　全８回開催

・実践的な内容でフォローアップ研修
を滋賀県産　業支援プラザと連携し開
催した。
フォローアップ講座　全５回

・起業塾を修了した方で、試行的に
チャレンジしようとする方を支援するた
め助成金を創設し、支援を行った。
女性のチャレンジ支援助成金　６人交
付

（再掲）

・起業・就労等にチャレンジしたい女
性を対象に女性のチャレンジ応援塾
を開催し、女性の社会進出を支援す
る。今年度は講演会や起業塾・フォ
ローアップ研修などに加え、新規事業
として市内の商業施設と連携し、起業
体験と参加者自身のPRを兼ねた事業
を行う。
（再掲）

・事業所の女性管理職等を対象とし
たセミナーを開催し、女性のキャリア
アップを図る。

・平成28年度までは知識など
学習を中心とした支援を行っ
ていたが、市内の商業施設と
連携し、起業体験と参加者自
身のPRを兼ねたより実践的な
事業を行う。
（再掲）

拡大

２７　市民活
動における
女性の活躍
推進

男女共同参画推進
団体をはじめとする
市民活動におい
て、女性リーダーの
育成を図ります。

男女共同参画課

・男女共同参画社会の実現に向けて
地域リーダーとなる市民を育成するた
め、全国規模の学習会や研修会への
参加支援を行う。
・（仮称）男女共同参画推進センター
の開設に向け、運営手法等の検討な
どを行う団体の育成を図る。

・補助金要綱を改正し、学習会等へ
の参加支援の強化を図ったが、対象
となる事業が遠方であったため参加
者は無かった。
・男女共同参画市民会議い～ぶんの
定例会議において、担当部局より（仮
称）男女共同参画推進センターにつ
いての説明を行い、協議できる体制
づくりを図った。

・男女共同参画社会の実現に向けて
地域リーダーとなる市民を育成するた
め、全国規模の学習会や研修会への
参加支援を行う。今年度も遠方のた
め他の学習会も指定し、参加者の拡
大を図る。
・（仮称）男女共同参画推進センター
の開設に向け、市民団体ととにセン
ターの先進地視察を行い運営手法等
の検討を行う。

・従来の日本女性会議および
男女共同参画推進フォーラム
に加え、他の学習会等も指定
し、参加者の拡大を図る。

拡大

２６　女性の
就業・起業
支援

（７）　女性
の活躍推進
（ポジティ
ブ・アクショ
ン）

４　　男女
がともに社
会のあら
ゆる分野
に参画で
きる環境
づくり
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